
食
の
近
代
化
と
栄
養
学

太　
田
　
美
　
穂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　表
」
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
1
8
8
7
年
（
明
治
2
0
）
、
日
本
人
の
保

　
　
　
　
　
　は
じ
め
に
⌒
概
要
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　健
資
料
と
し
て
「
栄
養
基
準
量
」
（
栄
養
必
要
量
）
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
近
代
国
家
の
成
立
に
向
け
て
、
明
治
政
府
は
欧
米
諸
国
に
対
抗
す
る
た
め
　
　
　
　
こ
の
「
食
晶
成
分
表
」
と
「
栄
養
基
準
量
」
は
、
国
民
の
健
康
栄
養
状
況
を

　
　

「富
国
強
兵
」
と
「
殖
産
興
業
」
を
施
策
と
し
て
、
西
洋
文
明
の
積
極
的
導
入
　
　
　
調
べ
る
栄
養
学
的
調
査
研
究
の
基
礎
資
料
と
し
て
不
可
欠
の
も
の
で
あ
る
。
こ

　
　
を
は
か
っ
て
い
く
。
こ
れ
は
基
盤
整
備
と
し
て
の
制
度
や
技
術
だ
け
で
な
く
、
　
　
　
れ
ま
で
に
多
く
の
改
訂
が
繰
り
返
さ
れ
、
現
在
は
「
日
本
食
品
標
準
成
分
表

　
　
「富
国
を
保
障
す
る
国
民
層
の
形
戒
」
の
た
め
、
国
民
の
体
位
向
上
を
欧
米
人
　
　
　
2
0
1
5
年
版
（
7
訂
）
」
と
「
日
本
入
の
食
事
摂
取
基
準
2
0
1
5
年
版
」

　
　
並
みに
す
る
と
い
う
目
標
を
立
て
、
食
生
活
の
欧
米
化
（
西
洋
化
）
を
積
極
的
　
　
　
と
し
て
国
民
の
健
康
栄
養
状
況
の
指
針
と
し
て
基
礎
研
究
や
実
践
的
栄
養
活
動

　
　
に
進
め
て
い
く
が
、
そ
の
象
徴
的
な
事
例
と
し
て
天
武
天
皇
の
時
代
か
ら
禁
忌
　
　
　
に
幅
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
食
生
活
の
地
域
格
差
の
比
較
な
ど
を

　
　
と
さ
れ
て
い
た
「
肉
食
の
推
奨
」
が
あ
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
明
治
政
府
の
税
　
　
　
行
っ
た
各
種
「
食
事
調
査
」
「
栄
養
調
査
」
の
手
法
や
成
果
は
、
今
日
の
「
国

　
　制
改
正
、
農
業
振
興
、
殖
産
興
業
な
ど
の
様
々
な
政
策
に
伴
い
国
民
の
主
食
と
　
　
　
民
健
康
・
栄
養
調
査
」
へ
と
発
展
し
、
集
積
さ
れ
た
調
査
成
績
は
世
界
に
類
を

　
　
し
で
の
米
食
率
が
向
上
し
て
い
く
こ
と
は
食
の
近
代
化
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
　
　
　
見
な
い
貴
重
な
も
の
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
上
述
し
た
「
食
品
成
分

　
　が
、
反
面
、
都
市
部
と
農
漁
村
部
・
山
間
部
で
の
著
し
い
食
生
活
の
格
差
を
生
　
　
　
表
」
や
「
栄
養
基
準
量
」
の
内
容
は
食
物
教
育
・
栄
養
教
育
を
め
ざ
す
「
家
事

　
　
み出
し
て
い
く
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
科
書
」
や
専
門
書
へ
掲
載
さ
れ
た
ほ
か
、
料
理
雑
誌
な
ど
の
「
献
立
の
栄
養

　
　
　
近代
化
に
伴
う
国
民
の
体
位
向
上
や
健
康
・
栄
養
状
況
の
把
握
を
行
う
た
　
　
　
価
」
な
ど
に
も
活
用
さ
れ
洋
食
推
進
の
啓
蒙
に
も
役
立
て
ら
れ
た
。

　
　
め
、
海
外
か
ら
教
師
と
し
て
招
聰
さ
れ
た
研
究
者
が
司
薬
場
（
後
の
衛
生
試
験
　
　
　
　
近
代
化
に
伴
う
食
生
活
の
変
化
、
特
に
米
食
率
の
向
上
は
結
果
と
し
て
脚
気

　
　所
）
や
大
学
な
ど
で
、
西
洋
の
知
識
や
実
験
的
手
法
を
用
い
た
「
食
品
分
析
技
　
　
　
の
大
流
行
を
招
い
た
。
軍
隊
に
お
い
て
若
く
頑
強
な
も
の
に
多
発
し
た
こ
と
か

　
　術
」
を
教
授
し
、
「
日
本
食
物
の
分
析
表
」
「
穀
類
分
の
作
成
」
な
ど
を
作
成
し
　
　
　
ら
明
治
政
府
は
そ
の
対
策
を
広
く
模
索
す
る
が
原
因
が
特
定
で
き
ず
に
い
た
。

〃
　　
て
い
る
。
1
8
8
6
～
7
年
（
明
治
1
9
～
釦
）
、
日
本
で
最
初
の
「
食
晶
成
分
　
　
　
英
国
に
留
学
し
社
会
学
的
研
究
手
法
（
臨
床
疫
学
）
を
学
ん
で
い
た
海
軍
軍
医



朋
　　
の
高
木
兼
寛
は
外
国
の
軍
隊
で
は
脚
気
が
起
こ
り
に
く
い
点
に
着
目
し
、
軍
　
　
　
添
さ
れ
て
い
る
。

　
　

艦
で

の食
事
を
和
食
か
ら
洋
食
に
変
え
脚
気
の
発
生
を
抑
え
る
こ
と
に
成
功
　
　
　
　
日
本
は
、
近
代
以
降
「
脚
気
と
ビ
タ
ミ
ン
8
1
」
の
関
係
に
つ
い
て
医
学
、
農

　
　
し
「
栄
養
障
害
（
欠
陥
）
説
」
を
提
唱
す
る
が
、
明
治
政
府
が
導
入
し
た
ド
イ
　
　
　
学
、
薬
学
、
栄
養
学
な
ど
多
く
の
研
究
分
野
が
関
わ
り
研
究
成
果
を
上
げ
、
実

　
　
ツ
医
学
を
学
ん
だ
主
流
派
、
陸
軍
軍
医
で
あ
る
石
黒
忠
恵
や
森
林
太
郎
（
森
鴎
　
　
　
践
的
栄
養
活
動
を
通
し
て
栄
養
改
善
に
貢
献
し
て
き
た
点
は
国
際
的
に
も
高
く

　
　
外
）
ら
の
主
張
す
る
「
細
菌
感
染
説
」
や
「
中
毒
説
」
と
対
立
し
、
長
く
厳
し
　
　
　
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　
　

い脚
気
論
争
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
る
。
高
木
兼
寛
は
そ
の
後
も
兵
食
の
改
善

　
　
に
よ
り
日
清
、
日
露
戦
争
で
の
脚
気
の
発
生
を
防
い
た
の
に
対
し
、
白
飯
中
心
　
　
　
　
本
稿
で
は
、
1
．
栄
養
の
概
念
　
H
，
食
の
近
代
化
と
食
生
活
の
変
化

　
　

の兵
食
を
実
施
し
続
け
た
陸
軍
で
は
両
戦
争
で
も
大
量
の
脚
気
に
よ
る
死
者
を
　
　
　
巫
．
脚
気
の
流
行
と
そ
の
対
策
　
ロ
．
ビ
タ
ミ
ン
3
1
の
発
見
と
脚
気
の
克
服
に

　
　
多
く
出
す
結
果
を
招
き
厳
し
い
責
任
を
問
わ
れ
る
。
最
終
的
に
陸
軍
が
兵
事
の
　
　
　
つ
い
て
概
観
し
、
今
後
の
「
食
と
健
康
」
の
関
わ
り
や
課
題
を
考
え
る
参
考
と

　
　

兵食
を
白
米
6
合
か
ら
、
白
米
7
、
麦
3
に
改
め
た
の
は
1
9
1
3
年
（
大
正
　
　
　
し
た
い
。

　
　
2
）
4
月
の
陸
軍
給
与
令
改
正
か
ら
で
、
そ
の
後
陸
軍
で
も
脚
気
患
者
は
激
減

　
　
し
て
い
く
。
脚
気
の
原
田
は
1
9
2
4
年
に
よ
う
や
く
臨
時
脚
気
病
調
査
会
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
栄
養
の
概
念

　
　
よ
り
、
「
脚
気
は
ビ
タ
ミ
ン
B
欠
乏
を
主
因
と
し
て
起
こ
る
」
と
結
論
付
け
ら

　
　
れ
、
原
因
は
栄
養
欠
乏
症
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
大
栄
養
素
（
糖
質
、
た
ん
ぱ
く
質
、
脂
質
、
無
機
質
）
に
加
え
て
、
2
0
世

　
　
　
脚
気
の
原
因
が
米
ぬ
か
に
多
く
含
ま
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
B
の
欠
乏
で
あ
る
事
　
　
　
紀
初
頭
以
降
、
ビ
タ
ミ
ン
が
五
番
目
の
栄
養
素
と
し
て
発
見
さ
れ
た
こ
と
に
よ

　
　
は
、
1
9
0
6
年
ホ
プ
キ
ン
ス
に
よ
る
『
副
栄
養
素
の
存
在
』
の
証
明
、
さ
ら
　
　
　
り
飛
躍
的
な
研
究
が
進
み
、
ビ
タ
ミ
ン
の
欠
乏
が
疾
病
の
原
因
に
な
る
こ
と
、

　
　
に
エ
イ
ク
マ
ン
に
よ
る
『
ニ
ワ
ト
リ
の
白
米
病
の
研
究
』
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
　
　
　
さ
ら
に
そ
の
ビ
タ
ミ
ン
の
摂
取
に
よ
り
欠
乏
症
が
予
防
、
治
療
効
果
が
認
め
ら

　
　
き
い
。
鈴
木
梅
太
郎
や
フ
ン
ク
は
米
ぬ
か
の
抗
脚
気
因
子
を
見
出
し
、
そ
の
後
　
　
　
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
栄
養
学
で
は
、
こ
の
ビ
タ
ミ
ン
を
加
え
た
五

　
　
オ
ラ
ン
ダ
の
ヤ
ン
セ
ン
と
ド
ナ
ー
ズ
に
よ
っ
て
ビ
タ
ミ
ン
孜
の
結
晶
化
が
成
功
　
　
　
大
栄
養
素
の
も
た
ら
す
さ
ま
ざ
ま
な
栄
養
現
象
を
追
究
し
て
い
る
。
こ
の
ビ
タ

　
　
さ
ら
に
ビ
タ
ミ
ン
届
の
合
成
が
な
さ
れ
、
多
く
の
実
験
栄
養
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
　
　
　
ミ
ン
の
発
見
が
現
代
栄
養
学
の
出
発
点
と
い
え
る
。

　
　
に
よ
り
『
脚
気
の
原
因
は
ビ
タ
ミ
ン
島
欠
乏
に
よ
る
』
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
。

　
　
こ
の
よ
う
に
し
て
白
米
な
ど
の
糖
質
摂
取
量
と
ビ
タ
ミ
ン
且
の
摂
取
量
に
は
正
　
　
　
1
－
1
　
栄
養
の
定
義
1
～
3

　
　

の
相関
が
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
は
、
科
学
的
根
拠
に
　
　
　
　
栄
養
学
と
は
食
と
健
康
の
関
係
を
追
究
す
る
学
問
で
あ
り
、
栄
養
と
は
ヒ
ト

　
　
基
づ
く
「
日
本
人
の
食
事
摂
取
基
準
2
◎
1
5
」
に
ビ
タ
ミ
ン
翫
必
要
量
等
も
　
　
　
が
食
物
と
し
て
「
栄
養
素
」
を
摂
取
し
て
生
命
活
動
を
営
む
こ
と
、
つ
ま
り
、



そ
の
成
分
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
や
体
成
分
と
し
て
利
用
す
る
事
を
示
す
。
栄
養
学
　
　
　
「
日
本
人
の
食
事
摂
取
基
準
2
0
1
5
」
や
成
書
を
参
照
さ
れ
た
い
。
取
り
上

では
栄
養
素
の
分
類
や
働
き
、
各
々
の
栄
養
素
の
消
化
・
吸
収
・
体
内
で
の
　
　
　
げ
ら
れ
て
い
る
栄
養
素
の
種
類
は
表
1
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。

代
謝き
老
廃
物
の
排
泄
に
至
る
ま
で
の
過
程
す
べ
て
を
学
ぶ
（
図
1
）
。
体
　
　
　
　
＊
代
謝
‥
体
内
に
お
け
る
物
質
の
化
学
反
応
（
合
成
と
分
解
）
で
栄
養
素
が
エ
ネ
ル
ギ
ー

内
で
の
生
理
作
用
、
欠
乏
症
．
過
剰
症
に
関
連
し
て
、
栄
養
素
は
炭
水
化
物
、
　
　
　
　
　
に
変
化
す
る
こ
と
や
体
の
構
成
成
分
に
変
化
す
る
こ
と
を
い
う
・

タ
ン
パ
ク
質
、
脂
質
、
ミ
ネ
ラ
ル
（
無
機
質
）
ビ
タ
ミ
ン
の
五
種
類
に
分
類
さ

れる
。
対
象
別
摂
取
量
や
生
理
作
用
、
欠
乏
症
・
過
剰
症
な
ど
に
つ
い
て
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
－
2
　
「
栄
養
」
の
語
源
4
～
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

栄
養と
い
う
言
葉
は
、
「
栄
」
と
「
養
」
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
字
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
　
ー
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
栄
」
は
、
古
く
は
「
榮
」
と
書
か
れ
、
「
焚
」

］
　
一

　
で

憎
ゑ麟

嘉
“

議
．

質物るす取摂
へ

内体

冗創馳
陵

…　
　
　
　
な

　
　
　
　
と
…

⌒

脇

…
功

㌶

一
　
炭
「
く
［
　
　
　
　
ー
　
　
　
ヒ

匿

↑

成
る
構
なのと
体
分

ユ表

∧

質
く
ば
ん
た

撒
鋤
鰍
鰍

素
養
栄

質
く
ば
ん
た

質
脂

物
化
水
炭

　
　
　　
（
と
も
し
び
）
と
「
木
」
の
合
字
で
、
木
が
よ
く
燃

鍵
　
　
　え
て
い
る
様
を
表
し
、
転
じ
て
「
元
気
が
よ
い
、
栄

る

は
　
　
　え
る
」
を
意
味
す
る
。

轍
　

　

「養
」
は
、
動
物
の
「
羊
」
と
「
食
」
の
合
字
で

きか

領
　
　
　あ
り
、
食
事
に
関
す
る
用
語
か
ら
転
じ
て
、
「
養
い

剰
纏　
育
て
る
し
を
意
味
す
る
。

縛
　
　
　　
「
栄
養
」
の
語
源
は
、
古
く
7
世
紀
に
遡
る
。
当

ー
　
　
　
時
編
纂
さ
れ
た
『
晋
書
』
で
は
「
栄
養
は
孝
養
（
親

　
　
　
　
に

孝を
尽
く
す
）
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
お
り
、

　
　
　
　
今日
の
栄
養
と
は
異
な
る
意
味
を
表
す
語
句
で
あ

　
　
　
　る
。
一
方
、
「
営
養
」
は
中
国
の
医
書
『
脾
胃
論
』

　
　
　
　
で身
体
を
滋
養
す
る
意
味
で
用
い
ら
れ
、
日
本
の
医

　
　
　
　学
書
に
も
伝
わ
っ
た
と
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
英語
で
は
、
「
2
ξ
「
庄
8
（
栄
養
）
」
と
い
う
が
、

措

　
　
　
　
　
　
　
　　
身
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
テ
ン
語
の
『
§
ミ
さ
（
養
う
）
』
に
由
来
し
て
い



皿　
　
る
。
今
日
、
日
本
で
用
い
ら
れ
て
い
る
「
栄
養
」
の
語
源
と
同
様
の
意
味
と
な
　
　
　
た
。
そ
の
中
で
「
え
い
よ
う
」
の
用
語
．
表
記
及
び
そ
の
概
念
を
統
一
す
る
こ

　
　
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
は
栄
養
に
関
す
る
事
柄
を
認
識
の
も
と
に
学
ぶ
た
め
に
必
要
な
こ
と
で
あ

　
　
　
中
国
や
韓
国
で
は
、
上
述
の
「
栄
養
」
と
区
別
す
る
た
め
に
今
日
も
「
営
　
　
　
り
、
そ
の
た
め
の
努
力
が
家
事
教
科
書
の
中
で
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら

　
　
養
」
が
「
栄
養
（
2
暮
『
宣
o
口
）
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
る
。
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
近
世
の
「
え
い
よ
う
」
の
表
記
に
つ
い
て
は
、
”
江
戸
時
．
代
の
書
物
で

　
　
ー
－
3
　
近
代
科
学
に
お
け
る
専
門
用
語
の
統
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
「
え
い
よ
う
」
の
表
記
に
つ
い
て
、
「
営
養
」
の
記
載
例
と
し
て
三
浦
安

　
　
　
　
　　
「
営
養
」
か
ら
「
栄
養
」
へ
7
～
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貞
『
梅
園
拾
葉
』
下
巻
（
営
養
と
は
、
提
灯
の
蝋
燭
を
具
ふ
る
が
ご
と
し
、
其

　
　
　菅
原
、
板
倉
7
ら
は
「
元
素
名
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
の
研
究
」
の
中
で
　
　
　
営
養
と
い
ふ
も
の
は
飲
食
胃
に
入
り
畜
ふ
る
に
肝
上
よ
り
覆
ひ
（
後
略
）
、
杉

　
　

『近代
科
学
の
導
入
に
よ
る
新
し
い
用
語
の
創
造
や
定
義
付
け
は
急
務
で
あ
　
　
　
田
玄
白
『
形
骸
夜
話
』
（
婦
人
々
此
身
の
営
養
を
為
す
は
飲
食
を
持
ち
…
（
後

　
　
る
。
近
代
科
学
の
受
容
の
た
め
に
は
、
適
切
な
学
術
用
語
の
創
造
が
実
用
で
あ
　
　
　
略
）
、
「
栄
養
」
の
記
載
例
と
し
て
高
野
長
英
の
『
医
原
枢
要
』
（
…
諸
部
栄
養

　
　
り
、
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
日
本
に
近
代
科
学
を
移
植
し
よ
う
と
し
た
　
　
　
…
）
を
あ
げ
、
い
ず
れ
も
用
い
ら
れ
て
い
た
』
”
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
明

　
　
人
々

が
適
切な
訳
語
を
定
め
る
た
め
に
大
き
な
努
力
を
払
っ
た
。
』
こ
と
を
指
　
　
　
治
期
に
刊
行
さ
れ
た
数
種
の
医
学
雑
誌
の
調
査
で
も
「
営
養
」
、
「
栄
養
」
と
も

　
　
摘
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
同
じ
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
た
の
で
「
え
い
よ
う
」
の
用
語
は
、
西
洋
の
近

　
　
　
江原
8
は
マ
又
い
よ
う
」
と
い
う
用
語
が
「
営
養
」
か
ら
「
栄
養
」
へ
統
一
　
　
　
代
医
学
、
特
に
生
理
学
の
専
門
用
語
と
し
て
創
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
「
栄

　
　
さ
れ
る
過
程
に
つ
い
て
、
そ
の
時
代
背
景
と
共
に
〔
家
事
教
科
書
〕
の
中
で
詳
　
　
　
養
」
「
営
養
」
の
表
記
に
特
に
関
心
を
払
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

　
　

細
に調
べ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
い
る
。

　
　
　
”

教
科
書
の中
で
適
切
な
用
語
を
選
択
ま
た
は
創
出
し
、
そ
れ
ら
を
共
通
の
　
　
　
　
「
栄
」
の
表
記
に
つ
い
て
、
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
の
家
事
教
科
書
9
0
冊

　
　
概
念
のも
と
に
使
用
す
る
こ
と
は
、
そ
の
言
葉
の
持
つ
意
味
を
正
確
に
理
解
す
　
　
　
を
調
査
研
究
し
た
結
果
、
1
8
9
9
年
（
高
等
女
学
校
令
）
以
降
1
9
1
7
年

　
　
る
た
め
ば
か
り
で
な
く
、
そ
れ
を
使
っ
て
さ
ら
に
別
の
概
念
を
説
明
す
る
た
め
　
　
　
ま
で
は
4
7
種
中
4
1
種
に
「
え
い
よ
う
」
の
用
語
が
つ
か
わ
れ
、
す
べ
て
の
表

　
　
に
も
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。
特
に
、
近
代
に
な
っ
て
新
し
く
導
入
さ
れ
た
近
　
　
　
記
が
「
営
養
」
と
な
っ
て
い
る
。
1
9
1
8
～
2
1
年
で
は
1
7
種
の
教
科
書
中

　
　
代
科
学
の
概
念
に
つ
い
て
教
授
す
る
た
め
に
は
適
切
で
共
通
な
用
語
の
選
択
　
　
　
1
6
種
に
「
え
い
よ
う
」
の
用
語
が
つ
か
わ
れ
、
表
記
は
「
営
養
」
鐙
種
、
「
栄

　
　
と
、
そ
の
用
語
の
定
義
づ
け
が
必
要
で
あ
る
。
（
中
略
）
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
養
」
6
種
と
両
方
が
認
め
ら
れ
た
が
、
1
9
2
3
～
2
6
年
の
1
1
種
の
教
科
書
は

　
　
　
家事
に
関
す
る
教
科
書
の
ほ
と
ん
ど
は
、
明
治
初
期
の
段
階
か
ら
生
理
学
・
　
　
　
全
て
に
「
栄
養
」
と
な
っ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
「
栄
養
」
に
統
一
さ
れ
た

　
　
衛
生
学
な
ど
の
近
代
科
学
を
取
り
入
れ
、
こ
れ
を
教
授
し
よ
う
と
企
図
し
て
い
　
　
　
の
は
、
佐
伯
矩
が
1
9
1
8
年
（
大
正
7
）
文
部
省
に
対
し
国
定
教
科
書
、
官



　
　
報
、
広
報
資
料
な
ど
に
用
い
ら
れ
て
き
た
「
営
養
」
を
「
栄
養
」
に
改
め
る

　
　よ
う
匡
言
し
：
9
2
。
年
（
歪
9
）
に
国
立
栄
養
研
究
所
が
設
立
さ
れ
　
　
H
食
の
近
代
化
養
生
活
の
変
化

　
　
て
、
以
降
「
栄
養
」
の
表
記
を
使
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
家
事
教
科
書
の
表
　
　
　
2
－
望
　
西
洋
文
化
の
受
容
と
融
合
　
近
世
か
ら
近
代
へ

　
　
記
に
影
響
し
て
い
る
と
結
ん
で
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
戸
幕
府
は
1
8
5
4
〈
嘉
永
7
）
、
日
米
和
親
条
約
、
1
8
5
8
（
安
政

　
　
　
し
か
し
そ
れ
以
外
の
分
野
で
は
生
理
・
衛
生
学
の
教
科
書
や
専
門
書
に
お
い
　
　
　
5
）
年
、
露
仏
英
蘭
米
5
か
国
と
の
修
好
通
商
条
約
を
結
び
、
神
奈
川
（
横

　
　
ても
、
そ
の
後
も
「
営
養
」
の
表
記
が
残
っ
て
お
り
、
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
　
　
　
浜
）
、
新
潟
、
兵
庫
（
神
戸
）
の
開
港
、
外
国
人
の
居
留
、
締
結
各
国
と
の
自

　
　
て
、
主
に
医
学
、
特
に
生
理
学
分
野
の
専
門
用
語
と
し
て
「
営
養
」
と
「
栄
　
　
　
由
貿
易
な
ど
を
規
定
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
西
洋
文
化

　
　
養
」
が
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
明
確
な
使
い
分
け
が
な
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
な
　
　
　
が
広
く
一
般
庶
民
の
日
常
生
活
に
受
け
入
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
　
く
、
農
学
、
理
学
、
家
政
系
の
書
物
や
雑
誌
に
お
い
て
も
統
一
性
が
認
め
ら
れ
　
　
　
　
近
代
は
、
日
本
人
に
と
っ
て
、
西
洋
食
文
化
を
受
容
し
な
が
ら
伝
統
的
な
日

　
　
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
の
食
文
化
を
融
合
さ
せ
、
食
事
改
善
（
栄
養
改
善
）
に
よ
る
体
位
淘
上
と
共

　
　
　
常
見
9
は
「
家
政
学
成
立
史
」
の
中
で
、
明
治
か
ら
大
正
時
代
の
栄
養
学
的
　
　
　
に
新
た
な
食
文
化
を
生
み
出
す
大
き
な
転
換
点
と
捉
え
る
事
が
で
き
る
。

　
　
研
究
に
関
連
す
る
文
献
の
類
型
・
内
容
・
特
色
を
紹
介
し
て
い
て
興
昧
深
い
。

　
　
代
表
的
な
例
と
し
て
「
栄
養
」
の
表
記
は
沢
村
真
著
「
食
物
及
料
理
の
研
究
」
　
　
　
2
－
2
　
近
代
国
家
の
栄
養
施
策
と
明
治
政
府
の
国
家
目
標

　
　

（食
物
と
調
理
に
関
し
て
初
め
て
化
学
的
に
解
説
し
た
先
駆
的
文
献
、
明
治
4
3
　
　
　
　
近
代
国
家
の
為
政
者
た
ち
は
、
国
民
に
安
全
で
健
康
な
生
活
を
保
障
す
る
責

　
　
年
）
、
「
営
養
」
に
つ
い
て
は
、
序
文
か
ら
目
次
内
容
ま
で
す
べ
て
に
「
営
養
」
　
　
任
を
負
っ
て
い
る
。
こ
の
責
務
を
果
た
す
た
め
に
、
蓄
積
さ
れ
た
栄
養
科
学
上

　
　
を
用
い
た
田
所
哲
太
郎
著
「
営
養
化
學
」
（
栄
養
の
学
術
書
で
多
数
の
外
国
文
　
　
　
の
知
識
を
個
人
や
集
団
の
栄
養
・
健
康
の
確
保
、
食
糧
需
給
計
画
の
立
案
に
利

　
　
献
を
紹
介
、
大
正
1
2
年
）
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
用
し
て
き
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
時
下
、
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
ド
イ
ツ
と
共
に
食

　
　
　菅
原
、
板
倉
7
の
指
摘
し
た
と
お
り
、
近
代
科
学
の
導
入
に
伴
う
専
門
用
語
　
　
　
料
封
鎖
さ
れ
る
が
自
国
の
食
糧
確
保
を
目
的
と
し
た
栄
養
施
策
を
展
開
し
栄
養

　
　

の統
一
に
は
多
く
の
時
間
と
努
力
が
必
要
で
、
「
え
い
よ
う
」
に
つ
い
て
も
現
　
　
　
確
保
に
成
功
し
て
い
る
6
。

　
　
在
用
い
ら
れ
て
い
る
「
栄
養
」
の
表
記
に
統
一
さ
れ
る
の
は
第
2
次
世
界
大
戦
　
　
　
　
目
本
で
は
、
明
治
政
府
が
近
代
国
家
成
立
に
む
け
て
欧
米
諸
国
に
対
抗
す
る

　
　
後
と
考
え
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
家
目
標
と
し
て
「
富
国
強
兵
」
と
「
殖
産
興
業
」
を
掲
げ
た
。
そ
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
西
洋
文
明
の
積
極
的
導
入
は
制
度
や
技
術
の
み
な
ら
ず
、
生
活
様
式
な
ど
す
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
て
の
分
野
で
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
「
富
国
を
保
障
す
る
国
民
層
の
形
成
」

溜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
を
め
ざ
す
た
め
に
、
国
民
の
体
位
向
上
を
欧
米
人
並
み
に
す
る
こ
と
を
追
究
し



1
2　　
て
い
く
。
そ
の
具
体
的
な
方
策
と
し
て
栄
養
面
で
優
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
　
　
　
洋
衣
食
住
（
1
8
6
7
年
）
」
や
時
事
薪
報
で
の
論
説
で
肉
食
の
推
奨
を
述
べ

　
　
洋
食
の
導
入
に
代
表
さ
れ
る
食
生
活
の
欧
米
化
（
西
洋
化
）
が
積
極
的
に
進
め
　
　
　
て
い
る
。

　
　
ら
れ
、
象
徴
的
な
事
例
と
し
て
そ
れ
ま
で
禁
忌
と
さ
れ
て
い
た
『
肉
食
の
推

　
　
奨
』
が
国
を
挙
げ
て
行
わ
れ
る
事
と
な
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
8
5
6
（
安
政
3
）
年
　
居
留
地
に
お
け
る
屠
殺
の
公
認
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
8
6
2
（
文
久
2
∨
年
　
横
浜
に
牛
鍋
屋
開
店
。

　
　
2
－
3
　
国
民
の
体
位
向
上
（
欧
米
人
並
み
の
）
を
追
求
す
る
た
め
の
具
体
的
　
　
　
　
1
8
6
7
（
慶
応
3
）
年
　
江
戸
高
輪
に
肉
屋
開
店
。

　
　
　
　
　
　な
施
策
－
o
～
指
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
8
7
1
（
明
治
4
）
年
　
屠
牛
規
則
の
発
布
。

　
　
　
西
洋
食
文
化
の
導
入
の
た
め
明
治
政
府
は
西
洋
料
理
お
よ
び
そ
の
主
な
食
材

　
　

であ
る
肉
、
乳
製
品
な
ど
の
食
用
を
推
奨
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
庶
民
が
居
留
地
で
の
「
肉
食
」
を
間
近
に
み
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
明
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時
代
に
入
り
法
的
な
整
備
を
図
っ
て
い
る
。
明
治
初
期
に
は
庶
民
生
活
の
中

　
　
肉
食
の
受
容
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
肉
食
は
受
容
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
そ
の
食
べ
方
は
、
ス

　
　
　
6
7
5
⌒
天
武
天
皇
4
）
年
、
稲
作
を
重
視
し
た
国
家
体
制
下
で
、
繰
り
返
　
　
　
テ
ー
キ
な
ど
の
分
厚
い
肉
で
は
な
く
牛
肉
の
薄
切
り
や
ネ
ギ
を
醤
油
や
味
噌
で

　
　
し
禁
令
発
布
に
よ
り
「
肉
食
禁
忌
の
意
識
」
を
定
着
さ
せ
江
戸
時
代
ま
で
『
肉
　
　
　
調
味
し
た
鍋
物
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
日
本
の
伝
統
的
な
食
べ
方
が
記
録
さ
れ

　
　

食を
禁
止
』
し
て
き
た
日
本
に
と
っ
て
、
近
代
に
日
本
の
食
文
化
が
受
け
た
最
　
　
　
て
い
る
。

　
　
も
大
き
な
影
響
は
『
肉
食
の
受
容
』
で
あ
る
。

　
　
　
1
8
7
2
年
（
明
治
5
）
、
天
皇
が
肉
食
奨
励
の
た
め
、
『
自
ら
膳
宰
に
命
じ
　
　
　
西
洋
料
理
の
導
入
と
普
及

　
　

て牛
肉
を
試
食
』
が
大
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
新
聞
雑
誌
に
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
明
　
　
　
　
食
様
式
（
形
態
、
行
動
）
の
導
入
と
調
理
の
形
式
化
、
料
理
書
、
雑
誌
の
発

　
　
治
天
皇
が
天
武
天
皇
の
時
代
以
来
の
禁
止
令
に
終
わ
り
を
告
げ
た
も
の
で
、
近
　
　
　
行
な
ど
に
よ
り
西
洋
料
理
の
普
及
が
始
ま
っ
た
。
幕
末
～
明
治
初
年
は
、
居
留

　
　

代箇
家
と
し
で
世
界
の
仲
間
入
り
を
す
る
た
め
に
政
府
が
政
策
と
し
て
そ
れ
を
　
　
　
地
で
の
ホ
テ
ル
や
個
人
経
営
の
レ
ス
ト
ラ
ン
が
開
設
さ
れ
、
外
国
人
の
ほ
か
高

　
　

ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
報
じ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
平
常
時
の
食
事
に
牛
・
羊
肉
を
　
　
　
級
官
僚
な
ど
一
部
の
階
層
社
会
に
受
容
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
ぶ
た

　
　

使用
、
家
、
鹿
、
兎
肉
を
時
々
使
う
こ
と
、
さ
ら
に
同
年
天
皇
皇
后
の
牛
乳
飲

　
　
用
も
始
ま
り
、
家
庭
へ
の
牛
乳
の
配
達
も
始
ま
っ
た
。
さ
ら
に
文
明
開
化
の
啓
　
　
　
　
1
8
7
2
（
明
治
5
）
年
　
西
洋
料
理
書
の
刊
行
。

　
　

発と
し
て
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
「
肉
食
禁
忌
の
否
定
と
肉
・
牛
乳
の
奨
励
」
の
ほ
　
　
　
　
1
8
7
7
（
明
治
1
0
）
年
　
フ
ラ
ン
ス
料
理
が
正
式
の
調
理
形
式
と
し
て
定

　
　
か
、
幕
末
遣
外
使
節
と
し
て
の
欧
米
文
化
体
験
の
あ
る
福
沢
諭
吉
は
著
書
「
西
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
着
す
る
。



　
　
　
1
8
7
7
（
明
治
頚
）
年
女
性
を
主
な
読
者
対
象
と
す
る
雑
誌
の
出
版
　
　
2
－
4
近
代
化
に
よ
る
主
食
の
変
化
と
地
域
格
差
笛
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（衣
食住
に
関
す
る
実
用
雑
誌
の
創
刊
）
。
　
　
　
　
　
主
食
の
変
化
と
米
食
率
の
向
上

　
　
　
1
9
0
5
（
明
治
3
8
）
年
　
村
井
弦
斎
「
月
刊
食
道
楽
」
創
刊
。
　
　
　
　
　
　
　
　
近
世
以
降
か
ら
近
代
に
か
け
て
白
米
を
食
べ
る
事
は
庶
民
の
夢
で
あ
り
あ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
れ
の対
象
で
あ
っ
た
。

　
　
　

雑
誌に
は
、
調
理
法
だ
け
で
な
く
『
栄
養
・
衛
生
』
に
関
す
る
記
事
や
『
献
　
　
　
　
江
戸
時
代
、
米
は
年
貢
と
し
て
納
め
る
作
物
で
あ
っ
た
が
、
江
戸
時
代
後
半

　
　
立
』
な
ど
も
掲
載
さ
れ
た
。
明
治
時
代
末
以
降
、
飯
に
あ
う
西
洋
料
理
（
和
洋
　
　
　
に
は
、
地
方
の
豪
農
に
お
い
て
も
米
を
混
食
と
し
て
4
～
6
割
雑
穀
に
混
ぜ
る

　
　

折
衷
料理
）
と
し
て
コ
ロ
ッ
ケ
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、
ト
ン
カ
ツ
な
ど
が
う
ま
　
　
　
こ
と
が
常
時
と
さ
れ
た
。
し
か
し
、
地
方
農
村
で
の
米
食
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

　
　
れ
、
洋
食
屋
な
ど
で
入
気
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
一
般
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
く
。
　
　
　
サ
ツ
マ
イ
モ
や
麦
、
雑
穀
が
主
た
る
食
事
と
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
豆
生田
蜷
は
明
治
以
降
、
米
食
率
が
向
上
し
て
い
く
背
景
に
、
①
地
租
金

　
　
　

西洋
料
理
に
必
要
な
食
材
（
西
洋
野
菜
、
果
物
、
乳
製
品
、
洋
酒
な
ど
∨
　
　
　
納
に
よ
り
米
が
手
一
兀
に
残
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
、
②
米
作
改
良
の
結
果

　
　
は
、
当
初
は
居
留
地
向
け
に
輸
入
さ
れ
て
い
た
が
、
明
治
元
年
以
降
　
国
産
に
　
　
　
増
産
が
進
ん
だ
こ
と
、
③
都
市
化
に
よ
る
米
の
消
費
量
の
増
加
な
ど
を
挙
げ
て

　
　
向
け
て
研
究
開
発
が
迅
速
に
す
す
め
ら
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
る
。
さ
ら
に
産
業
革
命
が
進
ん
だ
結
果
、
養
蚕
業
の
発
展
が
、
雑
穀
畑
を
桑

　
　
　
1
8
6
9
（
明
治
2
）
年
　
北
海
道
開
拓
使
の
設
置
、
農
畜
産
物
の
欧
米
品
　
　
　
畑
に
転
換
さ
せ
、
同
時
に
養
蚕
業
で
現
金
収
入
が
入
り
、
こ
れ
で
米
を
購
入
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
種
の
導
入
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
農
家
を
増
大
さ
せ
た
と
の
見
方
も
あ
る
。

　
　
　
1
8
7
5
（
明
治
8
）
年
近
代
酪
農
技
術
に
よ
る
チ
ー
ズ
の
試
作
。
　
　
　
　
高
木
u
は
「
食
か
ら
見
た
日
本
史
」
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。
近
世
の
は
じ
め
に
は
人
口
が
著
し
く
増
加
し
、
天
正
時
代
に
ー
，
8
0
0
万

　
　
　
当
初
の
西
洋
料
理
店
か
ら
洋
食
屋
が
現
れ
、
飲
食
店
の
多
様
化
と
拡
大
が
認
　
　
　
人
（
推
定
）
が
江
戸
時
代
末
期
（
文
政
の
頃
1
8
5
0
年
頃
）
に
は
2
，
7
0
◎

　
　
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
鉄
道
建
設
に
伴
い
、
1
8
8
5
（
明
治
　
　
　
万
人
が
、
明
治
5
年
（
1
8
7
2
年
）
に
は
3
，
4
0
◎
万
人
、
明
治
3
3
年

　
　
1
8
）
年
に
宇
都
宮
で
「
お
に
ぎ
り
・
た
く
あ
ん
」
の
駅
弁
が
初
め
て
販
売
さ
れ
　
　
　
（
1
9
◎
0
年
）
に
は
4
，
3
8
5
万
人
と
な
っ
て
急
増
し
て
い
る
。
明
治
以
降

　
　
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
経
済
組
織
の
変
革
に
よ
り
、
多
数
の
人
を
扶
養
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

　
　
　
1
9
0
7
（
明
治
4
0
）
年
　
日
本
橋
三
越
百
貨
店
に
食
堂
が
開
店
、
そ
の
後
　
　
　
を
意
味
し
、
食
糧
の
増
産
、
外
国
か
ら
の
食
料
の
輸
入
や
物
資
の
生
産
の
増
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大衆
食
堂
の
登
場
に
よ
り
、
明
治
時
代
後
期
に
　
　
　
な
ど
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
家
族
連
れ
の
外
食
が
一
般
化
し
て
く
る
。
　
　
　
　
　
一
方
、
米
食
量
に
関
す
る
多
く
の
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
1
8
8
6

皿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
（
明
治
1
9
）
年
の
調
査
に
よ
る
と
、
越
後
屋
呉
服
店
（
現
　
三
越
）
の
店
員
寮



以　
　
で
は
、
日
間
平
均
で
一
人
当
た
り
4
8
3
9
の
米
を
食
べ
て
お
り
、
こ
れ
は
年
　
　
　
済
成
長
期
く
ら
い
ま
で
、
全
国
的
に
日
常
の
主
食
と
し
て
食
べ
ら
れ
て
い
た
と

　
　
間
と
し
て
1
7
6
㎏
と
な
る
と
書
か
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
。
こ
の
た
め
、
米
食
（
習
慣
）
は
、
庶
民
に
と
っ
て
米
を
食
べ
る
事
は
夢

　
　
　
日
本
に
お
け
る
食
事
情
は
江
戸
時
代
後
半
に
海
外
と
の
交
易
が
進
め
ら
れ
、
　
　
　
で
あ
り
あ
こ
が
れ
の
対
象
で
あ
っ
た
。

　
　

都市
部
や
開
港
地
域
か
ら
次
第
に
庶
民
の
生
活
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
　
　
　
　
米
食
習
慣
は
、
1
9
4
2
（
昭
和
1
7
）
年
「
食
糧
管
理
法
」
に
よ
る
食
料
の

　
　
る
。
特
に
江
戸
時
代
後
半
か
ら
、
産
業
の
発
達
に
よ
り
都
市
部
へ
の
人
ロ
の
集
　
　
　
国
家
統
制
が
あ
ら
ゆ
る
階
層
に
米
食
習
慣
を
つ
け
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
考

　
　
中
が
起
こ
り
、
食
生
活
面
で
も
地
域
と
の
格
差
が
顕
在
化
し
て
く
る
。
　
　
　
　
　
　
え
ら
れ
て
い
る
。

米食
習
慣
の
格
差

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
　
脚
気
の
流
行
と
そ
の
対
策
艶
－
2
7

　古
来
よ
り
米
は
特
別
な
も
の
で
律
令
国
家
の
祖
（
税
）
と
し
て
納
め
ら
れ
た

稲

（米
）
が
社
会
経
済
の
基
盤
で
あ
っ
た
。
豊
臣
秀
吉
は
1
5
8
2
（
天
正
　
　
　
　
米
食
民
族
に
多
発
し
て
い
た
脚
気
も
そ
の
存
在
は
古
く
晋
の
時
代
の
記
録
に

租
）
年
以
降
、
検
地
を
行
な
っ
て
年
貢
見
積
も
り
を
確
立
し
て
い
く
。
そ
の
　
　
　
残
っ
て
い
る
が
そ
の
原
因
は
不
明
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
日
本
で
は
、
江
戸
か
ら

後
、
明
治
時
代
に
貨
幣
に
よ
る
納
税
が
認
め
ら
れ
る
ま
で
、
『
コ
メ
』
は
特
別
　
　
　
明
治
に
か
け
て
大
流
行
し
、
さ
ら
に
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
毎
年
1
～
2
万

な
食
糧
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
。
1
8
7
3
（
明
治
6
）
年
、
明
治
政
府
は
　
　
　
人
が
脚
気
で
死
亡
し
て
い
る
。
明
治
に
入
り
、
一
般
国
民
そ
し
て
陸
軍
、
海
軍

貨
幣
納
税
に
改
め
た
。
た
だ
し
地
主
と
自
作
農
の
み
で
、
小
作
入
は
小
作
料
と
　
　
　
で
多
数
の
脚
気
患
者
が
で
る
と
い
う
深
刻
な
事
態
に
、
原
因
究
明
と
予
防
対
策

し
て
米
を
納
め
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
巡
っ
て
当
初
は
漢
方
医
と
西
洋
医
学
者
の
対
立
が
起
こ
る
が
結
着
が
つ
か

　近
世
農
民
の
主
食
は
、
大
麦
を
ベ
ー
ス
に
、
ひ
え
、
あ
わ
、
イ
モ
類
を
組
み
　
　
　
ず
、
そ
の
後
東
京
帝
国
大
学
（
医
学
部
）
・
陸
軍
と
海
軍
の
問
で
さ
ら
に
激
し

合
わ

せた
も
の
で
、
明
治
に
入
っ
て
も
山
間
部
で
は
こ
の
よ
う
な
食
事
情
は
変
　
　
　
い
論
争
が
巻
き
起
こ
る
。
当
時
ビ
タ
ミ
ン
は
ま
だ
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、
脚
気

化し
な
か
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
原
因
が
ビ
タ
ミ
ン
島
欠
乏
で
起
こ
る
な
ど
誰
も
知
ら
な
い
時
代
で
あ
る
。
海

　1
9
1
◎
年
の
実
態
調
査
資
料
『
稗
と
麻
の
哀
史
』
－
9
に
よ
る
と
、
上
層
の
　
　
　
軍
が
兵
食
の
改
善
（
洋
食
の
採
用
）
で
脚
気
を
予
防
し
致
死
率
を
低
下
さ
せ
て

人は
コ
メ
を
常
食
と
す
る
が
、
中
位
の
人
は
コ
メ
に
ひ
え
も
し
く
は
粟
を
3
　
　
　
い
く
の
に
対
し
、
陸
軍
は
改
善
の
根
拠
と
な
る
海
軍
の
学
説
に
問
題
が
あ
る
と

分
の
1
内
外
混
ぜ
た
も
の
、
下
位
の
入
は
夏
の
重
労
働
の
時
以
外
、
米
を
混
ぜ
　
　
　
し
て
洋
食
を
採
用
せ
ず
、
伝
統
的
な
白
米
食
を
兵
食
と
し
た
結
果
、
日
清
・
日

な
い
稗
粟
麦
飯
を
食
料
と
し
て
い
る
。
近
代
以
降
、
米
と
一
緒
に
炊
い
て
食
べ
　
　
　
露
戦
争
で
大
量
の
脚
気
に
よ
る
死
亡
者
を
出
し
て
し
ま
う
。

た
。
硬
い
の
で
挽
き
割
り
、
昭
和
に
入
っ
て
か
ら
は
押
し
麦
と
し
て
コ
メ
や
雑

穀
に
混
ぜ
て
飯
や
粥
に
し
た
。
山
間
部
な
ど
で
は
、
1
9
7
◎
年
代
の
高
度
経



　
　
3
－
1
　
脚
気
の
歴
史
的
認
識
2
0
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
方
」
（
6
5
2
年
）
に
脚
気
の
記
載
が
あ
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
医
学
書

　
　
　富
士
川
游
2
0
は
「
日
本
医
学
史
綱
要
2
」
の
中
で
、
脚
気
の
歴
史
的
認
識
を
　
　
　
へ
の
記
載
は
、
長
崎
に
来
て
い
た
オ
ラ
ン
ダ
の
医
師
ボ
ン
ベ
が
1
8
5
8
年
に

　
　
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
記
載
し
た
の
が
最
初
と
さ
れ
、
脚
気
は
（
ぴ
o
ユ
ひ
。
邑
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
詳

　
　
　
．
我
が
邦
に
て
は
、
古
代
す
で
に
脚
病
の
名
あ
り
。
『
源
氏
物
語
』
、
『
宇
津
保
　
　
　
細
に
つ
い
て
は
成
書
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
　
物語
』
な
ど
に
も
「
か
く
病
」
と
記
さ
れ
た
り
。
脚
気
の
名
は
、
『
日
本
後
記
』

　
　

大同
3
年
、
藤
原
緒
嗣
の
上
奏
文
中
に
出
で
た
り
。
『
枕
草
紙
』
に
は
「
あ
し
　
　
　
3
－
2
　
脚
気
の
症
状

　
　
の
け
」
と
訓
じ
た
り
。
し
か
れ
ど
も
、
そ
の
症
状
に
つ
き
て
の
記
述
な
き
が
　
　
　
　
脚
気
の
主
な
症
状
は
自
覚
症
状
、
循
環
器
症
状
、
神
経
症
状
が
特
徴
的
で
あ

　
　

故に
、
た
だ
そ
の
脚
病
を
指
す
こ
と
を
知
る
べ
き
の
み
。
（
中
略
）
…
　
鎌
倉
　
　
　
る
。

　
　
時
代
、
梶
原
性
全
の
『
万
安
方
』
に
は
、
脚
気
に
数
種
類
あ
る
事
を
言
い
、
風
　
　
　
典
型
的
な
症
状
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
（
日
本
ビ
タ
ミ
ン
学
会
編
ビ
タ
ミ
ン

　
　毒
脚
気
、
脚
気
腫
満
、
脚
気
衝
心
、
乾
湿
脚
気
な
ど
の
症
状
に
併
せ
て
合
わ
せ
　
　
　
総
合
事
典
2
3
よ
り
抜
粋
）

　
　

て

痒毒
脚
気
の
一
章
を
論
じ
、
支
那
に
流
行
せ
り
と
言
え
る
脚
気
に
似
た
る
症

　
　
の
、
わ
が
邦
に
も
往
々
存
在
せ
る
こ
と
を
記
載
し
た
り
。
…
（
後
略
）
…
”
　
　
　
　
　
自
覚
症
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
・
倦
怠
感
、
下
肢
の
し
び
れ
感
、
腓
腹
筋
痛
、
動
悸
、
頭
重
感
、
食
欲
不

　
　
　
日
本
の
最
初
の
記
録
は
「
日
本
後
記
」
（
8
0
8
年
）
、
「
和
名
類
聚
抄
」
　
　
　
　
振
、
便
秘
、
む
く
み
、
な
ど
の
愁
訴
が
あ
る
。

　
　

（9
3
1
～
9
3
8
年
）
に
脚
気
の
病
名
、
さ
ら
に
そ
の
後
、
俗
に
“
ア
シ
ノ
　
　
　
　
・
脚
気
患
者
で
は
ア
ル
コ
ー
ル
多
飲
者
が
多
い
。

　
　
ケ
”
と
よ
ん
だ
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
鎌
倉
時
代
「
万
安
方
」
（
1
3
1
5
年
）
　
　
　
　
・
次
第
に
食
欲
そ
の
も
の
が
な
く
な
り
、
食
事
摂
取
が
悪
く
な
り
、
状
況
は

　
　
で
は
、
脚
気
の
症
状
で
種
類
を
乾
性
脚
気
（
浮
腫
の
な
い
も
の
）
と
湿
性
脚
　
　
　
　
　
悪
循
環
し
、
ビ
タ
ミ
ン
不
足
が
増
強
す
る
。

　
　
気
（
浮
腫
を
伴
う
も
の
）
、
脚
気
衝
心
（
急
性
心
不
全
）
、
そ
の
他
に
分
け
て
論
　
　
　
　
循
環
器
症
状

　
　
じ
、
中
国
で
流
行
し
た
脚
気
と
似
て
い
る
と
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
下
腿
や
顔
面
が
浮
腫
状
と
な
り
、
頻
脈
を
呈
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
・
心
臓
は
拡
大
化
し
、
心
尖
音
の
元
進
を
認
め
る
。

　
　
　
そ
の
後
、
江
戸
時
代
（
1
6
8
8
年
～
1
7
6
3
年
）
江
戸
で
脚
気
が
大
流
　
　
　
　
・
右
心
系
を
主
と
す
る
心
拡
大
、
次
第
に
右
心
不
全
を
き
た
す
よ
う
に
な

　
　
行
し
て
“
江
戸
わ
ず
ら
い
”
と
呼
ば
れ
た
が
、
江
戸
後
期
に
は
近
畿
一
円
に
脚
　
　
　
　
　
る
。

　
　気
が
蔓
延
し
た
。
（
後
述
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
水
と
M
は
貯
留
し
、
浮
腫
状
態
と
な
り
、
両
心
不
全
を
き
た
す
。

琢
　
　　
一
方
、
中
国
で
は
、
惰
代
の
医
書
「
病
源
候
論
」
（
6
1
0
）
唐
代
「
千
金
　
　
　
　
・
肺
う
っ
血
が
起
こ
り
胸
水
貯
留
を
認
め
る
よ
う
に
な
る
。



撒

　
　
　　
び
纏
難
儲
”
懸
、
灘
鱗
　
　
　
縫
盤
難
頴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
－
3
　
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
脚
気
の
流
行

　
　　
一
、
欝
・
　
・
灘
撫
灘
　
　
一
　
　
　
　
富
士
川
游
（
小
川
鼎
三
校
注
）
ぱ
「
日
本
医
学
史
綱
要
2
」
に
江
戸
時

　
　
　
　
　
　
　
灘
灘
　

癒
　
・
嚇
難
巖
蓑
．
，
、
一
㌣
　
　
　
代
の
塑
夙
に
三
人
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
「
　
　
　
　
　
－
　
　
－
　
　
　
　
　
．
ト
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
社
会
が
安
定
し
、
裕
福
に
な
っ
た
元
禄
時
代
（
1
6
8
8
年
～
1
7
0
4

神
経
症
状
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
）
参
勤
交
代
で
江
戸
に
や
っ
て
き
て
い
た
武
士
や
奉
公
人
が
、
生
活
水
準
の

　
・
対
称
性
に
下
肢
か
ら
始
ま
り
、
次
第
に
上
昇
す
る
感
覚
、
及
び
運
動
障
害
　
　
　
向
上
に
伴
い
、
普
及
し
は
じ
め
た
白
米
食
を
好
ん
で
消
費
す
る
よ
う
な
る
と

　
　性
の
多
発
性
神
経
炎
が
基
本
的
な
神
経
障
害
の
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。
　
　
　
　
「
江
戸
わ
ず
ら
い
」
あ
る
い
は
「
大
坂
腫
れ
」
と
呼
ば
れ
た
疾
患
に
悩
ま
さ
れ

　
・
初
期
症
状
　
　
足
底
の
ピ
リ
ピ
リ
感
、
蟻
走
感
、
灼
熱
感
な
ど
の
異
常
感
　
　
　
た
。
し
か
し
、
脚
気
に
罹
っ
た
若
者
が
国
元
に
帰
る
と
そ
の
大
部
分
が
短
時
日

　
　覚
、
下
肢
灼
熱
感
は
特
に
夜
間
、
就
床
中
に
強
く
し
ば
し
ば
睡
眠
が
障
害
　
　
　
の
う
ち
に
す
っ
か
り
治
っ
て
し
ま
っ
た
。
幕
末
に
は
上
層
階
級
ま
で
広
が
り
、

　
　さ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ら
に
脚
気
の
流
行
は
全
国
規
模
に
拡
大
し
て
い
っ
た
。

　
．
次
い
で
知
覚
鈍
麻
、
下
肢
よ
り
上
行
、
同
時
に
運
動
神
経
麻
痺
に
よ
る
下
　
　
　
1
8
5
8
（
安
政
5
）
年
将
軍
家
定
＊
脚
気
衝
心
の
た
め
急
死

　
　肢
の
脱
力
感
、
四
肢
腱
反
射
減
弱
が
次
第
に
消
失
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
8
6
6
（
慶
応
2
）
年
　
将
軍
家
茂
　
大
阪
城
で
脚
気
衝
心
の
た
め
死

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

亡

（2
1
歳
）

　ま
た
、
湿
式
脚
気
患
者
と
乾
式
脚
気
患
者
の
風
貌
は
図
2
に
示
す
よ
う
に
著

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
脚
気
衝
心
　
急
性
心
不
全

し
く
異
な
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
医
学
書
な
ど
の
専
門
書
を
参
照
さ
れ
た
い
．
、

気
2
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
・
．
・
（
中
略
）
…
下
り
て
江
戸
時
代
に
及
び
、
元
禄
、
享
保
の
頃
、
脚
気

脚
9
却
ほ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
始
め
て
江
戸
に
現
れ
し
も
の
か
。
香
月
牛
山
の
『
牛
山
活
套
』
中
湿
の
条

吃
e

ピ
・
㎜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
「
今
時
士
官
の
人
、
或
商
人
も
、
東
武
に
至
り
て
欝
気
し
、
足
膝
屡
軟
に
し

ー
　
組佐

W　
　
　
　
　
　
　
　て
、
面
目
虚
浮
し
、
飲
食
進
ま
ざ
る
も
の
を
、
俗
に
江
戸
煩
と
い
ふ
。
…
（
中

気
恥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
略
）
…
　
故
郷
に
帰
る
と
て
、
箱
根
山
を
越
ゆ
れ
ば
、
多
く
は
其
症
治
せ
ず
し

慧
　
　
　
て
自
ら
平
服
す
．
』
と
説
き
て
、
壽
事
の
病
な
り
と
な
せ
り
－
ま
た
・

湿
㏄
　
　
　
　
の
症
は
、
天
保
の
末
よ
り
弘
化
の
始
め
の
頃
ま
で
は
、
な
お
江
戸
及
び
京
師
に

坐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
止ま
り
し
が
、
嘉
永
、
安
静
以
降
は
、
江
戸
は
も
ち
ろ
ん
、
五
畿
七
道
に
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　も
蔓
延
す
る
に
至
り
た
り
。
”



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蜘
　
　
さ
ら
に
地
域
別
、
年
齢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
　
別
な
ど
の
調
査
デ
ー
タ
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
0
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葡
　
　
集
団
施
設
別
の
脚
気
に
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
q
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
版
　
す
る
調
査
資
料
は
、
成
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　　
雌　
　
　
　
　
僻
や
参
考
蒜
な
ど
を
参
照

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ

　
　　
食
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
8
7
8
年
（
明
治
1
1
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
W
　
麹
　
　
　
　
　
　
　
　
に
は
、
脚
気
専
門
病
院
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
設
立
さ
れ
た
。
明
治
天
皇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
ぱ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
梅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
脚
気
や
兵
役
適
齢
期
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
鈴
　
　
　
男
性
に
脚
気
が
多
発
し
て
い
た
こ
と
が
大
き
く
影
響
し
、
早
急
な
治
療
法
の
確

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
立
の
た
め
脚
気
病
院
設
立
が
な
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
脚
気
専
門
病
院
で
は
、

　
　
　明
治
時
代
に
は
脚
気
は
大
流
行
す
る
に
至
り
、
結
核
と
共
に
近
代
日
本
の
二
　
　
　
『
漢
方
医
術
に
よ
る
治
療
』
と
『
西
洋
医
術
に
よ
る
治
療
』
に
よ
る
効
果
の
比

　
　
大国
民
病
と
し
て
そ
の
致
死
率
の
高
さ
か
ら
大
変
恐
れ
ら
れ
て
い
た
。
特
に
、
　
　
　
較
が
な
さ
れ
、
世
間
の
注
§
を
浴
び
る
事
と
な
り
『
東
洋
脚
気
相
撲
』
と
称
さ

　
　
都
市
部
（
人
灘
の
集
中
化
）
や
集
団
生
活
組
織
（
軍
隊
、
工
場
、
監
獄
な
ど
）
　
　
れ
た
が
、
結
果
は
い
ず
れ
に
も
軍
配
は
あ
が
ら
な
か
っ
た
。

　
　
で
大
規
模
発
生し
て
い
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
時
の
脚
気
対
策
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
は
、
漢
方
医
が
用
い
て
い
た
伝
統

　
　
　
全国
の
脚
気
死
亡
統
計
（
表
2
）
を
み
る
と
、
毎
年
1
万
人
～
2
万
人
の
人
　
　
　
的
食
事
療
法
で
、
大
麦
、
小
豆
、
大
豆
、
稗
、
粟
を
摂
取
す
る
こ
と
で
、
経
験

　
　
が脚
気
で
死
亡
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
的
に
回
復
す
る
事
が
知
ら
れ
て
い
た
。
当
時
知
る
す
べ
も
な
い
が
、
こ
れ
ら
の

ア
ー
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
食
材は
ビ
タ
ミ
ン
8
1
含
有
量
が
高
く
脚
気
の
予
防
や
治
療
に
効
果
的
で
あ
り
、
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皿
　
　
理に
か
な
っ
た
対
応
を
と
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
参
考
ま
で
に
、
表
3
に

　
　
ビ
タ
ミ
ン
品
含
量
の
高
い
食
品
の
栄
養
価
を
示
す
。

3
－
4
　
脚
気
の
原
因
説

　
先に
述
べ
た
よ
う
に
明
治
時
代
に
は
脚
気
は
大
流
行
す
る
に
至
り
、
結
核
と

共
に近
代
日
本
の
二
大
国
民
病
と
呼
ば
れ
、
そ
の
致
死
率
の
高
さ
か
ら
大
変
恐

れら
れ
て
い
た
。
特
に
、
都
市
部
（
人
口
の
集
中
化
）
や
集
団
生
活
組
織
（
軍

隊
、
工
場
、
監
獄
な
ど
）
で
大
規
模
発
生
し
て
い
た
。

　そ
の
病
因
と
し
て
次
の
述
べ
る
「
細
菌
説
」
、
「
中
毒
説
」
、
「
栄
養
障
害
（
欠

陥
）
説
」
の
三
説
が
有
力
で
あ
っ
た
が
、
同
じ
食
事
を
摂
取
す
る
集
団
生
活
に

　
　
が
　
　
　
　
2
　
　
　
　
　
　
ー
載

　
　
義
　
　
　
　
治
　
　
　
　
　
◇
　
2
掲

　
　
主
　
　
　
　
明
　
　
　
　
ぶ
　
治
に

欝
…
毒
蜘
鎌

欝
ぶ
緒
欝
）
㍊
見
輔

（
・
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陥
・
　
　
　
に

説
　
　
　
　
　
　
　
　
説
　
　
　
欠
　
　
　
　
方

菌
　
　
　
　
　
　
　
毒
　
　
　
養
　
　
　
　
緒

細
　
　
　
　
　
　
　
中
　
　
　
栄

　
　

そ

れま
で
の
病
気
原
因
説

　
　
と
し
て
は
「
微
生
物
病
源

説　
　
説
」
と
「
毒
素
説
」
が
主

㎜
流
で
あ
り
・
微
生
窟
染

ロ
に
よ
る
と
髪
ら
れ
て
い

鋤
た
病
餐
は
、
後
年
ビ

脚　
　
タ
ミ
ン
欠
乏
症
と
訂
正
さ

巫
れる
も
の
が
含
ま
れ
る
。

　
　
　
一
般
の
疾
病
が
原
因
と
な

　
　

る
物
質
・
微
生
物
・
ウ
イ

多
発
す
る
こ
と
、
一
見
ぜ
い
た
く
な
食
物
を
と
る
も
の
に
多
発
す
る
こ
と
、
体
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
ス
が
『
存
在
す
る
』
た

力
の
弱
そ
う
な
も
の
よ
り
強
壮
な
若
者
に
多
発
す
る
こ
と
、
ま
た
暑
い
夏
に
　
　
　
め
に
発
症
す
る
の
に
対
し
て
、
原
因
と
な
る
も
の
が
『
欠
乏
す
る
1
1
存
在
し
て

多
発
し
涼
し
く
な
る
と
自
然
に
流
行
が
お
さ
ま
っ
て
し
ま
う
と
い
う
特
徴
な
ど
　
　
　
い
な
い
』
た
め
に
発
症
す
る
「
ビ
タ
ミ
ン
欠
乏
症
」
の
概
念
が
従
来
の
疾
病
に

が
、
上
述
の
原
因
説
の
根
拠
の
一
つ
と
な
っ
て
い
た
。
詳
細
に
つ
い
て
は
山
下
2
4
　
　
　
つ
い
て
の
既
成
概
念
と
な
じ
ま
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
究
明
に
影
響
し
、
栄
養

や

板倉
2
5
～
部
の
著
書
を
参
照
さ
れ
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
障
害
（
欠
陥
）
説
す
な
わ
ち
『
ビ
タ
ミ
ン
学
説
』
が
な
か
な
か
受
け
入
れ
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

　日
本
に
お
け
る
脚
気
の
主
な
原
因
説
を
図
3
に
示
す
。

　
1
9世紀
～
四
世
紀
初
頭
は
細
菌
学
が
著
し
く
発
展
し
、
従
来
不
明
の
病
気
の
　
　
　
陸
・
海
軍
に
お
け
る
脚
気
論
争

原因
が
次
々
と
細
菌
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
時
代
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
　
　
　
　
英
国
に
留
学
し
、
社
会
学
釣
研
究
手
法
を
学
ん
で
い
た
海
軍
軍
医
の
高
木
兼

医

学を
主
流
と
す
る
東
大
医
学
部
で
は
細
菌
学
説
の
立
場
を
と
っ
て
お
り
「
脚
　
　
　
寛
は
外
国
の
軍
隊
で
は
脚
気
が
起
こ
り
に
く
い
点
に
注
目
し
、
軍
艦
で
の
食
事

気
菌
」
の
発
見
を
め
ざ
し
て
研
究
を
遂
行
し
、
緒
方
正
規
は
『
脚
気
菌
発
見
の
　
　
　
を
和
食
か
ら
洋
食
に
変
え
脚
気
の
発
生
を
抑
え
る
こ
と
に
成
功
し
「
栄
養
障

報告
』
を
発
表
し
、
注
目
を
浴
び
る
が
そ
の
後
追
試
が
で
き
ず
、
そ
の
後
、
北
　
　
　
害
（
欠
陥
）
説
」
を
提
唱
す
る
が
、
明
治
政
府
が
導
入
し
た
ド
イ
ツ
医
学
を
学

里柴
三
郎
に
よ
っ
て
完
全
に
否
定
さ
れ
る
結
果
と
な
る
。
そ
の
対
応
を
め
ぐ
っ
　
　
　
ん
だ
陸
軍
軍
医
で
あ
る
石
黒
忠
恵
や
森
林
太
郎
（
森
鴎
外
）
ら
の
主
張
す
る

て

両者
で
確
執
を
生
む
こ
と
に
な
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
細
菌
感
染
説
や
中
毒
説
と
対
立
し
、
長
く
厳
し
い
脚
気
論
争
を
展
開
す
る
こ



　
　
と
に
な
る
。
高
木
兼
寛
は
そ
の
後
も
兵
食
の
改
善
に
よ
り
日
清
、
日
露
戦
争
で
　
　
　
1
8
8
3
（
明
治
1
6
）
年
　
海
軍
練
習
船
「
龍
醸
」
2
7
1
日
の
航
海
で
乗
組

　
　
の脚
気
の
発
生
を
防
い
だ
の
に
対
し
、
白
飯
中
心
の
兵
食
を
実
施
し
続
け
た
陸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
員
3
7
6
名
中
1
6
9
名
脚
気
、
う
ち
2
5
名
死

　
　
軍
では
両
戦
争
で
も
大
量
の
脚
気
に
よ
る
死
亡
者
を
出
す
結
果
を
招
き
、
厳
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亡
。
海
軍
で
の
対
策
は
緊
急
課
題
と
な
る
。

　
　
い責
任
を
問
わ
れ
る
。
最
終
的
に
陸
軍
が
兵
事
の
兵
食
を
白
米
6
合
か
ら
、
白
　
　
　
1
8
8
3
（
明
治
1
6
）
年
　
脚
気
病
調
査
委
員
会
が
設
置
さ
れ
る
。
食
事
の
洋

　
　
米
7
、
麦
3
に
改
め
た
の
は
1
9
1
3
年
（
大
正
2
）
4
月
の
陸
軍
給
与
令
改
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
食
化
を
検
討
。

　
　
正
から
で
、
そ
の
後
陸
軍
で
も
脚
気
患
者
は
激
減
し
て
い
く
。
脚
気
の
原
因
は
　
　
　
1
8
8
4
（
明
治
1
7
）
年
　
高
木
兼
寛
「
筑
波
」
の
食
事
に
洋
食
採
用
、
「
龍

　
　
1
9
2
4
年
に
よ
う
や
く
臨
時
脚
気
病
調
査
会
に
よ
り
、
「
脚
気
は
ビ
タ
ミ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騒
」
と
同
じ
コ
ー
ス
を
航
海
さ
せ
そ
の
効
果
を
検

　
　
B
欠
乏
を
主
因
と
し
て
起
こ
る
」
と
結
論
付
け
ら
れ
、
原
因
は
栄
養
欠
乏
症
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
証
し
た
。
乗
組
員
3
7
6
名
、
脚
気
患
者
1
4
人
、

　
　
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
死
者
0
の
成
果
を
上
げ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
1
8
8
5
（
明
治
1
8
）
年
麦
飯
を
採
用
、
さ
ら
に
海
軍
に
お
け
る
脚
気
が
激

　
　
　

「
（
富
国
）
強
兵
」
を
目
指
す
政
府
に
と
っ
て
軍
隊
で
の
脚
気
流
行
が
、
屈
強
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
減
。

　
　
な
若
年
層
の
兵
員
に
も
多
発
す
る
事
は
深
刻
な
問
題
で
、
早
急
な
対
策
が
必
要
　
　
　
1
8
8
7
（
明
治
2
0
）
年
　
海
軍
に
お
け
る
脚
気
患
者
0
、
死
者
0

　
　
で
あ
っ
た
。

　
　
陸
．
海
軍
で
統
計
資
料
を
整
備
す
る
と
共
に
そ
の
原
因
究
明
と
具
体
的
な
対
策
　
　
　
陸
軍
に
お
け
る
脚
気
の
流
行
と
そ
の
対
策

　
　

（
兵
食
改
善
）
に
乗
り
出
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陸
軍
に
お
い
て
も
脚
気
対
策
に
乗
り
出
す
が
、
原
因
が
特
定
で
き
な
い
点
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　高
木
が
提
唱
す
る
兵
食
（
洋
食
や
麦
飯
）
が
食
事
た
ん
ぱ
く
質
の
改
善
を
根
拠

　
　
海
軍
に

お
け
る
脚
気
の
流
行
と
そ
の
対
策
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
脚
気
発
生
を
抑
え
る
と
い
う
説
が
白
米
よ
り
優
れ
て
い
る
根
拠
に
な
ら
な
い

　
　
　
明
治
H
年
～
1
6
年
は
兵
員
の
約
3
割
が
脚
気
に
罹
患
、
死
亡
率
は
2
％
（
図
　
　
　
点
な
ど
か
ら
、
白
米
を
中
心
と
す
る
兵
食
を
採
用
す
る
が
、
兵
事
（
日
清
・
日

　
　
4
－
1
）
に
達
し
た
。
最
終
的
に
は
麦
飯
の
採
用
に
よ
り
、
そ
の
後
の
脚
気
発
　
　
　
露
戦
争
）
で
の
大
量
の
脚
気
患
者
と
死
者
を
出
し
て
し
ま
う
。

　
　
生
を
抑
え
る
成
果
を
上
げ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
軍
と
同
様
、
陸
軍
に
お
い
て
も
明
治
1
1
～
1
8
年
、
死
亡
率
は
2
％
に
達
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　た
（
図
4
－
2
）
。
そ
の
後
、
陸
軍
で
も
脚
気
患
者
が
減
少
し
て
い
く
が
、
平
時

　
　
1
8
8
2
（
明
治
1
5
）
年
壬
午
事
件
仁
川
湾
沖
で
対
峙
（
4
0
日
余
）
し
た
　
　
に
は
現
場
で
の
麦
飯
を
採
用
す
る
動
き
が
減
少
に
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軍
艦3
隻
の
兵
員
田
以
上
が
脚
気
で
戦
力
外
と
な
　
　
　
る
。

瑠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　る
。
脚
気
対
策
の
重
要
性
を
認
識
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
か
し
、
兵
事
（
日
清
・
日
露
戦
争
）
に
な
る
と
中
枢
部
か
ら
の
命
令
で
白



捌　
　
米
を
兵
食
と
し
た
事
で
脚
気
が
大
流
行
・
患
者
数
、
死
亡
率
と
も
未
曾
有
の
数
　
　
　
1
8
8
5
（
明
治
1
8
）
年
　
森
林
太
郎
「
日
本
兵
食
論
大
意
」
執
筆
。

　
　
と
な
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
木
の
兵
食
改
善
を
批
判
、
中
枢
部
は
麦
飯
採
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
否
定
的
。

1
8
8
2
（
明
治
1
5
）
年
脚
気
防
止
策
の
検
討
開
始
。
　
　
　
　
　
　
　
1
8
9
4
（
明
治
2
7
）
年
日
清
戦
争
（
1
8
9
4
－
9
5
）
首
相
寺
内
正
穀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
枢
部
「
推
考
す
る
に
一
日
精
米
六
合
の
規
則
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
麦
飯
輸
送
を
主
張
し
た
が
、
陸
軍
医
務
局
長
石

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
存
在
し
て
よ
し
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
忠
恵
ら
の
反
対
で
実
施
さ
れ
ず
。

1
8
8
4
（
明
治
1
7
）
年
堀
内
利
国
陸
軍
で
始
め
て
麦
飯
採
用
（
大
阪
鎮
　
1
8
9
5
（
明
治
2
8
）
年
日
清
休
戦
条
約
。
陸
軍
の
脚
気
患
者
4
万
人
超
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
台
）
脚
気
激
減
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
死
者
4
千
人
余

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
9
0
4
（
明
治
3
7
）
年
日
露
戦
争
（
1
9
0
4
－
0
5
）
脚
気
患

迦
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m
　
8
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者
1
0
万
人
超
、
死
者
2
8
0
0
0
人
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数
　
　
　
配

死
と者患

気
脚
の軍
海

1

…
・

W
　
1
9
1
3
（
大
正
2
）
年
4
月
陸
軍
給
与
令
改
正
兵
事
の
兵
食

繊．

㌫
　
　
　
　
を
『
白
米
、
△
．
』
か
ら
『
白
米
7
麦

　
川　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
3
』
に
改
正
し
た
。

加鈎響
㌫

ぱ

…
蕊
檬
竃
籠
鷲
饗
品
鵠
竃
誤
玩
者
3

　
部
　
患鰐
　

。
気
　
　
　
詳
細
に
つ
い
て
は
山
下
別
、
板
倉
2
5
，
2
6
ら
の
著
書
を
参
照
さ
れ
た

　
鋤
　
脚

熟
』
㌧

　
　
剛
ヨ
　
　
　
　
　
W
　
ビ
タ
ミ
ン
R
の
発
見
と
脚
気
の
克
服
2
8
、
3
3

　
　
0
5

㎜

醐

卿

砺

⑩

。
綴
　
㎜
㎜
㎜
㎜
㎜
。
㌶
　
　
栄
養
学
は
近
代
化
学
を
基
礎
と
し
三
る
が
、
食
。
器
成
分
分
析

き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
三
大
栄
養
素
（
糖
質
、
脂
質
、
た
ん
ぱ
く
質
）
の
化
学
的
解
明



　
　
が
進
んだ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど
の
解
明
が
科
学
的
根
拠
に
基
づ
き
行
わ
れ
て
い
く
。

　
　
　
さ
ら
に
、
1
9
世
紀
に
三
大
栄
養
素
に
加
え
て
食
品
の
無
機
成
分
（
カ
ル
シ
ウ

　
　
ム
、
リ
ン
、
鉄
な
ど
）
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
さ
ら
に
鎗
世
紀
に
　
　
　
　
最
初
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
ビ
タ
ミ
ン
且
は
、
鈴
木
梅
太
郎
や
高
木
兼
寛
を
は

　
　
な
っ
て
三
大
栄
養
素
や
無
機
質
以
外
に
健
康
の
維
持
や
成
長
に
不
可
欠
の
食
事
　
　
　
じ
め
多
く
の
日
本
人
研
究
者
が
基
礎
研
究
な
ら
び
に
栄
養
改
善
の
実
践
に
お
い

　
　性
因
子
（
5
番
目
の
栄
養
素
）
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
　
　
　
て
多
大
な
貢
献
を
し
て
い
る
。
次
に
ビ
タ
ミ
ン
且
研
究
の
年
表
（
概
略
）
を
示

　
　
れは
原
因
不
明
の
疾
病
（
欠
乏
症
）
の
研
究
や
動
物
に
よ
る
成
長
実
験
か
ら
解
　
　
　
す
。

　
　
明
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
後
に
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
賞
を
受
賞
す
る
ホ
プ
キ
ン

　
　
ス
は
、
1
9
0
6
年
動
物
実
験
で
純
粋
な
タ
ン
パ
ク
質
、
鮨
質
、
糖
質
に
必
　
　
　
1
8
8
4
（
明
治
1
7
）
年
　
海
軍
軍
医
の
高
木
兼
寛
（
か
ね
ひ
ろ
）
が
脚
気
の

　
　
要
な
無
機
質
を
加
え
た
混
合
食
で
も
動
物
は
十
分
成
長
せ
ず
、
全
乳
の
わ
ず
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
発
症
に
食
事
が
関
与
す
る
事
を
発
見
。

　
　
な
添
加
で
改
善
さ
れ
る
こ
と
を
証
明
し
、
微
量
の
副
栄
養
素
が
成
長
に
は
必
　
　
　
1
8
9
7
（
明
治
3
0
）
年
　
エ
イ
ク
マ
ン
（
国
二
情
日
芦
）
が
米
ぬ
か
に
充
神

　
　

須
であ
る
こ
と
を
示
し
た
。
こ
れ
が
種
々
の
ビ
タ
ミ
ン
発
見
の
糸
ロ
と
な
り
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
経
炎
成
分
が
存
在
す
る
事
を
発
見
。

　
　
1
9
1
1
年
に
は
フ
ン
ク
が
、
1
9
1
2
年
に
は
鈴
木
梅
太
郎
が
米
ぬ
か
か
ら
　
　
　
1
9
1
0
（
明
治
4
3
）
年
鈴
木
梅
太
郎
が
米
ぬ
か
よ
り
抗
脚
気
因
子
を
単

　
　
粗
ビ
タ
ミ
ン
日
を
分
離
し
て
い
る
。
1
9
2
0
年
に
ド
ラ
モ
ン
ト
は
こ
の
間
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
離
、
オ
リ
ザ
ニ
ン
と
命
名
。

　
　
見
い
だ
さ
れ
た
多
種
類
の
不
可
欠
因
子
を
総
称
し
て
『
こ
の
5
番
目
の
栄
養
素
　
　
　
1
9
1
1
（
明
治
4
4
）
年
　
フ
ン
ク
（
勺
⊆
9
）
が
ビ
タ
ミ
ン
を
単
離
、

　
　
を
ビ
タ
ミ
ン
＜
＜
☆
①
已
o
ご
と
す
る
事
を
提
唱
し
た
。
フ
ン
ク
の
名
づ
け
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
☆
p
白
欝
Φ
と
命
名
。

　
　

『ノ
N
｛
吟
①
日
］
P
O
』
の
さ
い
こ
の
Φ
を
と
っ
て
ア
ミ
ン
（
韓
§
ぼ
o
）
の
意
味
を
除
き
ピ
　
　
　
ー
9
2
6
（
大
正
1
5
）
年
冒
R
9
が
ビ
タ
ミ
ン
底
塩
酸
塩
（
塩
酸
チ
ア
ミ

　
　
タ
ミ
ン
と
命
名
さ
れ
、
学
術
用
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
V
の
結
晶
を
単
離
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　1
9
2
9
（
昭
和
4
）
年
　
エ
イ
ク
マ
ン
（
国
二
洋
§
①
口
）
が
充
神
経
炎
ビ
タ

　
　
4
－
2
　
ビ
タ
ミ
ン
甑
の
発
見
と
欠
乏
症
の
概
念
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ン
の
発
見
で
ノ
ー
ベ
ル
医
学
・
生
理
学
賞
。

　
　
　
ビ
タ
ミ
ン
（
≦
冨
艮
5
）
の
う
ち
最
初
に
そ
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
　
　
　
1
9
2
9
（
昭
和
4
）
年
　
ホ
プ
キ
ン
ス
（
民
o
宴
ぎ
ω
）
が
成
長
促
進
ビ
タ
ミ

　
　
は
ビ
タ
ミ
ン
B
と
ビ
タ
ミ
ン
C
で
あ
る
。
ビ
タ
ミ
ン
は
、
物
質
と
し
て
単
離
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
の
発
見
で
ノ
ー
ベ
ル
医
学
・
生
理
学
賞
。

　
　

れた
後
、
化
学
構
造
が
決
定
さ
れ
、
さ
ら
に
純
粋
な
結
晶
を
得
て
初
め
て
固
有

　
　

のビ
タ
ミ
ン
と
認
知
さ
れ
る
。
次
い
で
そ
の
ビ
タ
ミ
ン
の
合
成
方
法
の
確
立
に
　
　
　
　
高
木
兼
寛
は
日
本
よ
り
海
外
で
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。
「
高
木
岬
」
は
、

m　
よ
っ
て
そ
の
ビ
タ
ミ
ン
の
研
究
方
法
が
広
が
り
、
生
理
作
用
の
解
明
や
欠
乏
症
　
　
　
1
9
5
2
年
に
『
高
木
の
脚
気
に
関
す
る
研
究
業
績
』
を
評
価
し
た
英
国
の
南



皿
　　
極
地
名
委
員
会
a
巨
件
9
民
ぎ
竃
o
日
》
巳
曽
⇔
↑
・
《
o
勺
古
9
自
①
毒
霧
O
o
旨
日
葺
霧
　
　
　
　
．
脚
気
の
研
究
は
ビ
タ
ミ
ン
を
発
見
す
る
き
っ
か
け
を
与
え
た
が
、
こ
の
研

　
　

d呆》
㊦
○
）
が
「
エ
イ
ク
マ
ン
岬
」
「
フ
ン
ク
氷
河
」
「
ホ
プ
キ
ン
ス
氷
河
」
　
　
究
が
近
代
医
学
を
受
け
入
れ
た
後
か
ら
始
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
脚
気
は
日
本
の

　
　

「
マ
ッ
カ
ラ
ム
峰
」
と
共
に
命
名
し
た
も
の
で
、
米
国
の
地
名
辞
典
に
も
「
高
　
　
　
研
究
者
が
世
界
に
デ
ビ
ュ
ー
す
る
の
に
格
好
の
課
題
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
”

　
　

木岬
」
の
名
称
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
1
9
2
9
年
エ
イ
ク
マ
ン
と
ホ
プ
キ
ン
　
　
　
　
日
本
が
近
代
以
降
「
脚
気
と
ビ
タ
ミ
ン
3
1
」
の
関
係
に
つ
い
て
医
学
、
栄
養

　
　

ス

に
ノ
ー
ベ
ル
医
学
・
生
理
学
賞
が
授
与
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
、
農
学
、
薬
学
な
ど
多
く
の
研
究
分
野
が
関
わ
り
そ
の
成
果
を
蓄
積
し
、
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

践的
栄
養
活
動
を
通
し
て
国
民
の
健
康
・
栄
養
改
善
に
貢
献
し
て
き
た
点
は
特

　
　
　
ビ
タ
ミ
ン
B
の
欠
乏
が
脚
気
の
原
因
と
な
る
こ
と
は
、
エ
イ
ク
マ
ン
が
ニ
ワ
　
　
　
筆
す
べ
き
内
容
で
あ
る
。

　
　
ト
リ
白
米
病
の
改
善
に
’
米
ぬ
か
』
が
有
効
で
あ
る
事
を
発
見
、
さ
ら
に
ヒ
ト

　
　
に
お
い
て
も
ビ
タ
ミ
ン
3
1
欠
乏
の
結
果
と
し
て
脚
気
が
発
症
す
る
事
が
明
ら
か
　
　
　
4
－
3
　
ビ
タ
ミ
ン
の
発
見
と
脚
気
の
克
服
（
撲
滅
）

　
　
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
リ
ビ
タ
ミ
ン
の
発
見
が
欠
乏
症
の
概
念
を
広
く
受
け
入
　
　
　
　
脚
気
は
ビ
タ
ミ
ン
が
発
見
さ
れ
、
ビ
タ
ミ
ン
且
の
不
足
が
脚
気
の
原
因
と
わ

　
　

れ
さ
せ
る
こ
と
に
繋
が
っ
た
と
言
え
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
っ
た
後
も
流
行
し
て
い
る
。
1
9
3
5
年
頃
に
は
ま
だ
ー
～
2
万
人
の
日
本

　
　
　
慧
本
に
お
け
る
『
脚
気
の
歴
史
的
認
識
』
、
脚
気
予
防
に
関
す
る
知
識
・
経
　
　
　
人
が
脚
気
で
死
亡
し
て
い
る
。
玄
米
や
麦
飯
を
食
べ
れ
ば
脚
気
に
な
ら
な
い
と

　
　
験
、
特
に
『
病
気
と
食
べ
物
の
関
わ
り
』
を
記
す
資
料
が
多
く
残
さ
れ
て
い
た
　
　
　
分
か
っ
て
も
や
は
り
、
白
飯
中
心
の
食
生
活
が
手
に
入
っ
た
後
で
は
な
か
な
か

　
　
こ
と
は
、
ビ
タ
ミ
ン
a
研
究
を
進
め
る
上
で
重
要
な
文
献
と
し
て
活
用
さ
れ
、
　
　
　
改
善
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
日
中
戦
争
や
太
平
洋
戦
争
で
、
海
軍
に
お
い
て

　
　
ビ
タ
ミ
ン
銭
が
最
初
に
発
見
さ
れ
た
事
実
と
お
お
い
に
関
係
し
て
い
る
と
推
察
　
　
　
も
脚
気
患
者
が
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
は
兵
食
の
た
ん
ぱ
く
質
源
と
し
て
保
存

　
　
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
性
・
携
帯
性
に
優
れ
た
肉
類
の
缶
詰
を
採
用
し
た
こ
と
に
関
係
が
あ
り
、
当
時

　
　
　
明
治
以
降
は
、
海
軍
で
多
発
し
死
亡
率
の
高
い
脚
気
の
予
防
に
洋
食
・
麦
飯
　
　
　
の
缶
詰
は
加
工
処
理
に
お
い
て
ビ
タ
ミ
ン
3
1
が
破
壊
さ
れ
て
し
ま
い
、
期
待
さ

　
　
を
採
用
し
海
軍
の
脚
気
撲
滅
に
成
功
し
た
高
木
兼
寛
や
米
ぬ
か
成
分
か
ら
オ
リ
　
　
　
れ
た
ビ
タ
ミ
ン
昼
の
供
給
源
と
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
大
き
な
原
因
と
さ
れ
て

　
　
ザ
ニ
ン
を
単
離
し
た
鈴
木
梅
太
郎
、
ヒ
ト
の
脚
気
の
原
因
が
ビ
タ
ミ
ン
8
1
欠
乏
　
　
　
い
る
。

　
　

で起
こ
る
こ
と
を
栄
養
実
験
等
で
明
ら
か
に
し
た
島
薗
順
次
郎
や
大
森
憲
太
ら
　
　
　
　
し
か
し
、
1
9
4
0
年
ご
ろ
か
ら
一
般
社
会
に
お
い
て
脚
気
が
著
し
く
減
少

　
　

の

研
究業
績
が
さ
ら
に
ビ
タ
ミ
ン
翫
研
究
と
脚
気
の
解
明
に
大
い
に
貢
献
し
て
　
　
　
し
て
い
く
。

　
　

い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脚
気
が
大
き
く
減
少
す
る
き
っ
か
け
は
次
の
3
つ
の
政
策
や
取
り
組
み
が
あ

　
　
　

酒井
シ
ズ
3
3
は
、
「
病
が
語
る
日
本
史
」
の
中
で
脚
気
と
ビ
タ
ミ
ン
に
つ
い
　
　
　
げ
ら
れ
る
。

　
　

て

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
1
は
、
1
9
3
9
年
の
「
米
穀
摘
精
等
制
限
令
」
で
、
戦
争
に
突
入
し
た



　
　
　日
本
が
食
糧
確
保
の
た
め
米
を
七
分
鳩
き
以
上
に
鳩
精
す
る
事
を
か
た
く
禁
止
　
　
　
　
9
常
見
育
男
著
「
家
政
学
成
立
史
」
光
生
館
（
這
旦

　
　
　した
点
で
、
脚
気
に
よ
る
死
亡
者
が
半
減
し
て
い
く
・
第
2
は
1
9
5
2
年
の
　
　
　
　
1
0
江
原
絢
子
ら
著
「
日
本
食
物
史
」
吉
川
弘
文
館
（
N
8
Φ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
　
高
木
和
男
「
完
本
　
食
か
ら
見
た
日
本
史
」
　
芽
ば
え
社
（
這
ロ
ベ
）

　
　　「栄
養
改
善
法
の
制
定
」
に
よ
リ
ビ
タ
ミ
ン
脇
を
強
化
し
た
食
品
が
認
可
さ
れ
　
　
　
　
1
2
江
原
絢
子
ら
編
著
盲
本
の
食
文
化
そ
の
伝
承
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